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社 会 科 学 習 指 導 案

日 時 平成１６年１０月６日（水）５校時
（ 、 、 ）学 級 １年Ｂ組 男子 名 女子 名 計 名16 16 32

場 所 １年Ｂ組教室
指導者 教諭 三浦 誠

単元名 身近な地域の歴史「大迫町の歴史を究めよう！」１

教材について２
（１）大迫の古代から近世
大迫町は早池峰連山の豊かな自然を背景に、数千年前から人々が生活していた。町内には立

石遺跡や小田遺跡など 跡が分布するほか、 遺跡縄文時代の集落 弥生時代に相当するアバ口洞穴
がある。古代になると当時を知る遺跡や文献はほとんどないが、花巻市には７～８世紀に相当

。 。する がある 埋葬された人々は北上川支流域の統率者であろう和同開珎が出土した熊堂古墳群
稗貫郡が歴史に登場するのは弘仁２年（８１１年、日本後記）とされる。この年、和賀・稗

貫・斯波の三郡が健置され、先に健置された磐井・胆沢・江刺の三郡とあわせ、奥六郡が成立
した。７７４年から畿内の中央勢力対蝦夷の三十八年戦争があり、征夷大将軍 に坂上田村麻呂

が降伏、稗貫郡も律令制に取り込まれることになった。アテルイ
平安時代後期、鎮守府将軍陸奥守に任ぜられていた公家が着任せず、地元勢力の有力者に任

せる風潮が当たり前になった。この時稗貫を含む奥六郡の人心をつかみ、勢力を広げたのが蝦
夷の長、安倍氏であった。朝廷は奥州討伐軍を発し、前九年の役、後三年の役という二度の戦
乱がおこる。
その間隙をぬって奥六郡の支配者となったのが、安倍一族、清原一族関係者の唯一の生き残

りであった藤原清衡である。清衡が後三年の役の後に領した地域は、吾妻鏡の文治五年（１１
８９年）によると「伊沢、和賀、江刺、稗抜、志波、岩井」とあり、稗貫郡も の支奥州藤原氏
配下に入る。
奥州藤原氏の３代目秀衡は鎮守府将軍・陸奥守に任ぜられ名実ともに奥州の支配者となっ

た。産金と北方交易を背景とする経済力によって京都の公卿や寺社に寄進し、北方の王者の地
位を得た。しかし奥州藤原氏も の奥州支配に敗れて滅亡し、鎌倉幕府による統治が始ま源頼朝
るのである。
稗貫郡の として派遣されてきた鎌倉 中條家長は、以後稗貫氏を名乗り、一族を各地頭 御家人

郷村の知行主に配して稗貫地方の治世、支配に当たった。一族からは似内氏、小山田氏、八沢
（矢沢）氏、亀ヶ森氏、大迫氏、八重畑氏などが出ている。稗貫氏の治世は鎌倉、室町を通し
て行われ、天正１８（１５９０）年までの約４００年間続いた。
天正１８年、 は奥州仕置を行った。この時稗貫氏は小田原不参陣を理由に取り潰さ豊臣秀吉

れ、稗貫氏による治世が終わる。その後、稗貫・和賀一揆を経て、稗貫郡は南部氏の支配とな
る。南部氏は、重臣の北信愛を稗貫郡代とし、大迫には商人出身の家臣、田中彦右衛門を代官
に任命、金山の発掘、治水、開発に当たらせた。

（参考文献：稗貫氏探訪、図説岩手県の歴史）
（２）指導要領との関わり
中学校の歴史学習の目標について、学習指導要領では（４）に「身近な地域の歴史や具体的

な事象の学習を通して歴史に対する興味や関心を高め、様々な資料を活用して歴史的事象を多
。」 。面的・多角的に考察し公正に判断するとともに適切に表現する能力と態度を育てる とある

大迫町は豊かな歴史がある。したがって学習指導要領で目標とする、地域への関心を高め、地
域との具体的な関わりの中で我が国の歴史を理解させることが可能となる。また、調べ学習を
通して歴史の学び方を身につけさせたり、社会的な思考力・判断力を養うことができる。さら
に発表会を設けることで、レポート作成や発表の仕方など、資料活用の技能や表現力を身につ
けさせることもできる。社会的な知識・理解については、地域の歴史を学習していく中で、縄
文、弥生、アテルイ、奥州藤原氏、源頼朝、地頭の配置、豊臣秀吉など教科書で扱う事項との
関わりがある。博物館、郷土資料館などの活用も考慮することについては、花巻市博物館の学
芸員の方にご指導いただくこととした。

生徒の実態３
大迫町の産業の中心は農業である。旧家が多く、豊かな歴史がある。しかし生徒が知ってい

る大迫町の歴史は、江戸時代に南部氏の領地であったこと、早池峰神楽には古い歴史があるら
。 、 。しいことぐらいである また 金が採れたことについては一部の生徒が知っている程度である

身近な地域の歴史は、追究するほどに探求心が湧いてくる。この学習を通して歴史への興味
関心を高め、郷土を愛する心を育てたい。また、時代の移り変わりを正しく理解させるととも
に、歴史の学び方、まとめ方を身につけさせたい。

単元の目標４
（１） 身近な地域の歴史について関心ある主題を設定し、調査活動などの作業的な活動を

通して地域の歩みと投影しながら時代の移り変わりに気付かせるとともに、歴史を学
ぶ意欲を高める （資料活用の技能表現、思考・判断、意欲・関心・態度 ）。 、

（２） 身近な地域の歴史を調べる活動を通して、地域への関心を高め、地域の具体的な事
柄との関わりの中で我が国の歴史を理解させるとともに、歴史の学び方を身につけさ
せる （意欲・関心・態度、知識・理解、資料活用の技能表現）。
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指導計画（６時間計画）５
評 価 規 準学 習 内 容

関心・意欲・態度 社会的思考・判断 資料活用技能表現 知識・理解
我が国の歴史の流れテーマを設定し、
と地域の歴史に対す調査方法を考えよ
る関心をを持ち、意う！ １時間（ ）
欲的に追究しようと 講師からの聞き取り 様々な資料を収集しテーマについて調
する。 を通して我が国と地 適切に選択して活用べよう！ ２時間（ ）

域の歴史を多面的・ することができる。

多角的に考察できる

時代の移り変わりや 調査、考察した結果 我が国の歴史の流れ調べたことをまと
地域の具体的な事柄 や過程を適切にまと における時代の移りめ、発表の準備を
と我が国の歴史との めることができる。 変わりに気づくととしよう！
関わりを多面的・多 もに、身近な地域の（ ）１時間
角的に考察できる。 歴史との関わりの中

グループの仲間と協 調査、考察した結果 で我が国の歴史を理発表会を開こう！
力して、発表活動を や過程を分かりやす 解できる。（ ）２時間
成功するために意欲 く発表できる。本時２／２
的に取り組む。

本時の指導「郷土史発表会」６

（１）本時について
。 、本時は地域の歴史についてグループごとに調べたことを発表する時間である したがって

第一の評価のポイントは、グループで役割分担をして、意欲的に、調べたことを聞き手に分
かりやすく説明できるかどうかである。評価の方法は教師による評価と生徒による評価を行
うことで、評価に客観性を持たせた。
評価の２つ目は本時が本単元の最後の時間であることから、何が理解できたか、である。

評価の方法はクロスワードパズルと感想記入とした。クロスワードパズルでは地域の歴史の
重要語句と教科書で取り上げられている語句を中心にその定着を図れるように作成した。感
想記入では各時代の特徴的なできごとを時代の移り変わりと関連づけて理解できたかがポイ
ントとなる。発表については準備の段階で全員が目標を達成できるよう支援する。クロスワ
ードと感想記入は机間巡視をしてつまずきの原因を見つけ、全員が目標を達成できるよう支
援していく。

（２）本時の目標（評価規準と具体の評価規準）

評価方法学習活動におけ 具 体 の 評 価 規 準
への支援方法

る評価規準 Ａ Ｂ十分に満足できる おおむね満足できる
Ｃ

グループの仲間と協 ・一人一役で分担し、 ・発表を一人一役で分担 ・どのように発表す 教師による

力して、発表活動を 一生懸命または堂々 して行っている。 るかを考えさせた 観察関
成功するために意欲 とした態度で発表し り、発表原稿の準心
的に取り組む。 ている。 備、役割分担をす意

・全員に記入させた相 ・全員に記入させた相互 るようアドバイス 評価カード欲
互評価の集計で、過 評価の集計で、過半数 する。態
半数の生徒がＡと評 の生徒がＢ以上の評価度
価している。 をしている。

我が国の歴史の流れ ・追究した過程や結果 ・追究した過程や結果を ・発表の準備の段階 教師による資
と地域の歴史に関し を端的にまとめ文字 端的にまとめ、文字で で、出来事につい 観察料
て調査、考察した結 だけでなく絵や写真 表現している。 てうまくまとめる活
果や過程を、分かり などを活用して視覚 ことができないグ用

。 、 、の やすく発表できる。 化して表現している ループには 原因

・全員に記入させた相 ・全員に記入させた相互 経過、結果の３つ 評価カード技
互評価の集計で、過 評価の集計で、過半数 の視点で考えさせ能
半数の生徒がＡと評 の生徒がＢ以上の評価 る。表
価している。 をしている。現

我が国の歴史の流れ ・クロスワードパズル ・クロスワードパズルが ・机間巡視をして支 クロスワー

における時代の移り ができる。 できる。 援する。 ドパズル知
変わりに気づくとと ・我が国の歴史の流れ ・複数の時代の、身近な ・複数の時代につい 生徒の感想識
もに、身近な地域の における時代の移り 地域の歴史について分 て分かったことを・
歴史との関わりの中 変わりと関連づけて かったことを、断片的 書くようにアドバ理 、

で我が国の歴史を理 身近な地域の歴史に にではあるが述べてい イスする。解
解できる。 ついて述べている。 る。

（３）研究テーマとの関わり

本時の指導にあたり、研究テーマとの関わりで工夫したところは次の通りである。
（ア）基礎・基本の内容の厳選

本時は発表の時間であると同時に本単元の最後の時間であることから、３つの観点とし
た。内容は評価規準で示したとおりである。
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（イ）教材、展開の工夫
自作教材はクロスワードパズルである。楽しみながら基礎・基本が定着できるよう工夫

した。展開では発表の意欲を高めるための生徒による相互評価、地域の歴史への興味・関
心を高め、思考力を養うための質疑応答、社会人講師の講話を設定した。

（ウ）意欲を高める工夫
生徒個々の興味・関心による課題の設定、生徒による相互評価、社会人講師の講話、ク

ロスワードパズルである。

（エ）指導形態の工夫
本単元は調べ学習であり、目標に迫るための形態は、生徒の発達段階を考慮しグループ

学習が最適と考えた。しかし最終的には個にかえしたいと考え、感想記入の場面を設定し
た。

（オ）定着を図るための工夫
クロスワードパズルと感想記入である。なお、表現力については準備の段階で全員が目

標を達成できるよう支援した。

（４）本時の展開

段階 学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点・評価 準備

前 時 の１前時の確認 ・本時は前時の続きであることを ・前時の確認は、前時に
発 表 グ導 ２課題の設定 全体で確認しあう。 発表したグループの資
ル ー プ入 料を掲示して行う。
の資料３分 大迫の歴史を究めよう！

相 互 評３学習方法の確認 ・学習方法を把握し、見通しを持 ・相互評価、感想記入用
価 記 入つ。 紙を配布する。
用紙４発表と質疑応答 ・グループごとに発表する。 ・各グループの発表時間

は５分とする。
感 想 記(４)稗貫氏の統治 （４）稗貫氏の統治について調べ 生徒による相互評価は
入用紙展 たことを発表する。 １分とする。

評価カード記入
本 時 の一人一役で分担し、一
発 表 グ(５)稗貫氏の滅亡 （５）稗貫氏の滅亡について調べ 生懸命または堂々とし
ル ー プたことを発表する。 た態度で発表している
の資料評価カード記入 か （関心意欲態度）。

(６)南部氏の統治 （６）南部氏の統治について調べ 追究した過程や結果を
たことを発表する。 端的にまとめ文字だけ開
評価カード記入 でなく絵や写真などを

活用して視覚化して表
・発表に対して質疑応答を行い、 現しているか。
理解を深めあう。 （資料活用技能表現）

ポ ス ト５相互評価 ・各自、一番良い発表をしたと思
イ ッ トうグループの作品に、ポストイ
カードットカードを貼る。

３５
６社会人講師の講話 ・社会人講師の話を興味深く聞い分

て、大迫の歴史ついてさらに理
解を深める。

７本時のまとめ
( ) ・クロスワードパズルに意欲的に ・机間巡視を行い、つま1 クロスワードパズル

取り組み、日本の歴史及び地域 ずいている生徒に支援
の歴史のキーワードを確認する する。終

( )感想記入 ・分かったことを感想用紙に記入 ・机間巡視を行い、感想2
する。 がＢ以上になるように

書き方をアドバイスす結
る。

( )感想発表 ・相互評価と感想を発表する。 パズル、相互評価、3
感想用紙を回収し、
事後、評価する。
（知識・理解 ）１２ 、
（意欲・関心・態度）分
（資料活用技能表現）



- 4 -

を組み合わせれば、花巻地方の方言（知らないと、はずかしいよ）「大迫の歴史」クロスワード ○○○

１年Ｂ組 番名前
［タテのかぎ］

１ Ｂ ３ ４ ５
１ 立石、小田などの遺跡は 文時代。□□□

２ 鎌倉時代からこの地域を支配したのは エヌキ氏。□

Ｃ ８３ 平泉を攻め滅ぼした征夷大将軍は源□□□□。

。４ 鎌倉時代の舞の様式をとどめる大迫町の伝統芸能は、早池峰□□□

５ 修理田、川原田など、江戸時代に田を開発した地名が残る ガモリ地区。□□
２ ６

６ 稗貫郡が設置される前の東北地方の蝦夷の長は、 。□□□□

７ 弥生時代の遺跡として有名な、 クチ遺跡。□□

Ａ Ｆ８ 昔、八木沢、金沢、猫底などで採れた地下資源は、 。□□

９ 奥州藤原氏の本拠地は イズミ。□□

Ｄ ７ ９
［ヨコのかぎ］

Ａ 稗貫氏家臣、亀ヶ森氏の子孫、山屋氏を先祖とする皇太子妃は さま。□□□

ＥＢ 宿場町三町として栄えた上町、仲町、 町。□□

Ｃ 江戸時代以前から続く、大迫町の市日は の日。□

Ｄ 稗貫氏（中條氏）は、鎌倉幕府から稗貫郡の に任命されて、やってきた。□□□

Ｅ 江戸時代、百姓一揆の中心人物で処刑された人を供養した天保 の碑。□□□

Ｆ 合石、地元の人は、アセ という。□ ○○○こたえ
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「大迫町の歴史を究めよう！」単元名 身近な地域の歴史

グループ発表会審査用紙

１年Ｂ組 番
審査員名

グループの発表について「鎌倉～室町時代の大迫・稗貫氏の治世」

１発表の態度 Ａ Ｂ Ｃ コメント
２レポートの見やすさ Ａ Ｂ Ｃ
３説明のわかりやすさ Ａ Ｂ Ｃ

グループの発表について「安土・桃山時代の大迫・稗貫氏の滅亡」

１発表の態度 Ａ Ｂ Ｃ コメント
２レポートの見やすさ Ａ Ｂ Ｃ
３説明のわかりやすさ Ａ Ｂ Ｃ

グループの発表について「江戸時代の大迫・南部氏の治世」

１発表の態度 Ａ Ｂ Ｃ コメント
２レポートの見やすさ Ａ Ｂ Ｃ
３説明のわかりやすさ Ａ Ｂ Ｃ

「大迫町の歴史を究めよう！」単元名 身近な地域の歴史

感 想 記 入 用 紙

今日の授業で分かったこと、印象に残ったことを書きましょう！


